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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパネル機能によりユーザによる押下指示を受け付けることが可能な表示部を備え
る撮像装置において、
　前記表示部にユーザによる押下指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段で前記表示部に前記ユーザによる押下指示を受け付けた場合、前記押下指
示を受け付けた部位において被写体の顔検出を実行する顔検出手段と、
　前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔が検出された場合
に、前記被写体の顔を画像の中心に対して電子ズーム制御を実行する電子ズーム制御手段
と、
　前記ユーザによるシャッター操作を受け付けることにより被写体を撮影する撮像手段と
、
　前記撮像手段で撮影する際に得られる第一の画像から、前記電子ズーム制御手段で前記
被写体の顔を画像の中心として前記電子ズーム制御を実行した領域の画像を切り出す切出
手段と、
　前記シャッター操作により、前記切出手段により切り出された第二の画像を記憶する第
二の画像記憶手段と、
を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔が検出されなかっ
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た場合に、前記電子ズーム制御手段は、前記押下指示を受け付けた部位を画像の中心とし
て前記電子ズーム制御を実行し、前記切出手段で、前記電子ズーム制御を実行した部位の
画像を切り出すことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記電子ズーム制御手段による前記電子ズーム制御のオン／オフの設定を受け付ける電
子ズーム制御設定受付手段と、
　前記表示部に前記ユーザによる押下指示を受け付けたときに、前記電子ズーム制御設定
受付手段で受け付けた前記電子ズームの制御がオンであるか否かを判定する電子ズーム実
行判定手段とを更に備え、
　前記電子ズーム制御手段は、前記電子ズーム実行判定手段で前記電子ズームの制御がオ
ンに設定されていると判定された場合に、前記ユーザによる押下指示を受け付けた部位の
画像に対して電子ズーム制御を実行することを特徴とする請求項１乃至２のいずれか１項
に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像手段は、前記切出手段により切り出された前記電子ズーム制御手段で電子ズー
ム制御をした部位の画像と、撮像素子から取得される画像とを前記表示部に同時に表示す
ることにより撮影を実行する同時ライブビュー表示手段を備えることを特徴とする請求項
１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮像装置は、更に、前記撮像手段で撮影する際に得られる前記第一の画像と、前記
切出手段で取得した前記第二の画像とを対応づけて記憶部に記憶する対応画像記憶手段
を備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像手段で撮像された画像を表示部にプレビュー表示する表示手段を更に備え、
　前記表示手段は、前記対応画像記憶手段により記憶した前記第一の画像と前記第二の画
像とを表示部に同時に表示する同時プレビュー表示手段を備える
ことを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記表示手段で表示すべく選択された画像が、前記第二の画像と対応付けて記憶されて
いる第一の画像であるか否かを判定する画像判定手段を更に備え、
　前記同時プレビュー表示手段は、前記画像判定手段で、前記画像が前記第二の画像と対
応付けて記憶されている第一の画像であると判定された場合に、前記同時プレビュー表示
手段で該第一の画像と該第二の画像とを同時に表示することを特徴とする請求項６に記載
の撮像装置。
【請求項８】
　前記受付手段で前記ユーザにより連続した複数回の押下指示を受け付けた場合、前記電
子ズーム制御手段は、予め定められた倍率で前記電子ズーム制御を実行することを特徴と
する請求項１乃至７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記受付手段で前記ユーザにより長押しの押下指示を受け付けた場合、前記電子ズーム
制御手段は、一定の速度で拡大倍率を増加させることで前記電子ズーム制御を実行するこ
とを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　タッチパネル機能によりユーザによる押下指示を受け付けることが可能な表示部を備え
る撮像装置の制御方法であって、
　前記撮像装置の受付手段が、前記表示部にユーザによる押下指示を受け付ける受付ステ
ップと、
　前記撮像装置の顔検出手段が、前記受付手段で前記表示部に前記ユーザによる押下指示
を受け付けた場合、前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔検出を実行する顔
検出ステップと、
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　前記撮像装置の電子ズーム制御手段が、前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部
位において被写体の顔が検出された場合に、前記被写体の顔を画像の中心に対して電子ズ
ーム制御を実行する電子ズーム制御ステップと、
　前記撮像装置の撮像手段が、前記ユーザによるシャッター操作を受け付けることにより
被写体を撮影する撮像ステップと、
　前記撮像装置の切出手段が、前記撮像手段で撮影する際に得られる第一の画像から、前
記電子ズーム制御手段で前記被写体の顔を画像の中心として前記電子ズーム制御を実行し
た領域の画像を切り出す切出ステップと、
　前記撮像装置の第二の画像記憶手段が、前記シャッター操作により、前記切出手段によ
り切り出された第二の画像を記憶する第二の画像記憶ステップと
を含むことを特徴とする制御方法。
【請求項１１】
　タッチパネル機能によりユーザによる押下指示を受け付けることが可能な表示部を備え
る撮像装置を制御するプログラムであって、
　前記表示部にユーザによる押下指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段で前記表示部に前記ユーザによる押下指示を受け付けた場合、前記押下指
示を受け付けた部位において被写体の顔検出を実行する顔検出手段と、
　前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔が検出された場合
に、前記被写体の顔を画像の中心に対して電子ズーム制御を実行する電子ズーム制御手段
と、
　前記ユーザによるシャッター操作を受け付けることにより被写体を撮影する撮像手段と
、
　前記撮像手段で撮影する際に得られる第一の画像から、前記電子ズーム制御手段で前記
被写体の顔を画像の中心として前記電子ズーム制御を実行した領域の画像を切り出す切出
手段と、
　前記シャッター操作により、前記切出手段により切り出された第二の画像を記憶する第
二の画像記憶手段
として機能させることを特徴とするコンピュータで読み取り実行可能なプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルズームとタッチパネルを有する撮像装置、撮像方法及びその制御方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在のコンパクトデジタルカメラでは、撮像モードにおいて光学ズームとデジタルズー
ムの両方を使用できるものがある。そのような機種においてはズーム開始時点は必ず光学
ズームから開始される。そして光学ズームの最大倍率に達した以降のズームのみにおいて
デジタルズームが使用される。
【０００３】
　その１つとして特許文献１には、必要に応じて光学ズームとデジタルズームを使い分け
る撮像装置が開示されている。この撮像装置においては、段落番号＜０００６＞等に記載
されているように、光学ズームと電子ズームという２つのズーム機能のそれぞれの特性を
いずれも有効に利用できる撮像装置およびズーム撮像の撮像方法の提供を目的としている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－３２９６８９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の撮像装置および撮像方法においては、最小限の画質
の劣化でズーム撮像を行うことが可能であるが、これは画質を求めた撮像方法であり撮像
の操作方法の簡便さは従来の撮像方法と変化がなく、また光学ズームを使用してしまうた
め撮像後にズーム前の画像を再利用することができない。
【０００６】
　そこで、本発明は、ズーム撮像の操作方法を容易にすることを可能とし、並びにズーム
前の画像とズーム後の画像を同時に撮像可能とする撮像装置及びその制御方法、プログラ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　即ち、本発明は、タッチパネル機能によりユーザによる押下指示を受け付けることが可
能な表示部を備える撮像装置において、前記表示部にユーザによる押下指示を受け付ける
受付手段と、前記受付手段で前記表示部に前記ユーザによる押下指示を受け付けた場合、
前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔検出を実行する顔検出手段と、
　前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔が検出された場合
に、前記被写体の顔を画像の中心に対して電子ズーム制御を実行する電子ズーム制御手段
と、前記ユーザによるシャッター操作を受け付けることにより被写体を撮影する撮像手段
と、前記撮像手段で撮影する際に得られる第一の画像から、前記電子ズーム制御手段で前
記被写体の顔を画像の中心として前記電子ズーム制御を実行した領域の画像を切り出す切
出手段と、前記シャッター操作により、前記切出手段により切り出された第二の画像を記
憶する第二の画像記憶手段と、を備えることを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部位において
被写体の顔が検出されなかった場合に、前記電子ズーム制御手段は、前記押下指示を受け
付けた部位を画像の中心として前記電子ズーム制御を実行し、前記切出手段で、前記電子
ズーム制御を実行した部位の画像を切り出すことを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記電子ズーム制御手段による前記電子ズーム制御のオン
／オフの設定を受け付ける電子ズーム制御設定受付手段と、前記表示部に前記ユーザによ
る押下指示を受け付けたときに、前記電子ズーム制御設定受付手段で受け付けた前記電子
ズームの制御がオンであるか否かを判定する電子ズーム実行判定手段とを更に備え、前記
電子ズーム制御手段は、前記電子ズーム実行判定手段で前記電子ズームの制御がオンに設
定されていると判定された場合に、前記ユーザによる押下指示を受け付けた部位の画像に
対して電子ズーム制御を実行することを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記撮像手段は、前記切出手段により切り出された前記電
子ズーム制御手段で電子ズーム制御をした部位の画像と、撮像素子から取得される画像と
を前記表示部に同時に表示することにより撮影を実行する同時ライブビュー表示手段を備
えることを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記撮像装置は、更に、前記撮像手段で撮影する際に得ら
れる前記第一の画像と、前記切出手段で取得した前記第二の画像とを対応づけて記憶部に
記憶する対応画像記憶手段を備えることを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記撮像手段で撮像された画像を表示部にプレビュー表示
する表示手段を更に備え、前記表示手段は、前記対応画像記憶手段により記憶した前記第
一の画像と前記第二の画像とを表示部に同時に表示する同時プレビュー表示手段を備える
ことを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記表示手段で表示すべく選択された画像が、前記第二の
画像と対応付けて記憶されている第一の画像であるか否かを判定する画像判定手段を更に
備え、前記同時プレビュー表示手段は、前記画像判定手段で、前記画像が前記第二の画像
と対応付けて記憶されている第一の画像であると判定された場合に、前記同時プレビュー
表示手段で該第一の画像と該第二の画像とを同時に表示することを特徴とする。
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　また、本発明の撮像装置は、前記受付手段で前記ユーザにより連続した複数回の押下指
示を受け付けた場合、前記電子ズーム制御手段は、予め定められた倍率で前記電子ズーム
制御を実行することを特徴とする。
　また、本発明の撮像装置は、前記受付手段で前記ユーザにより長押しの押下指示を受け
付けた場合、前記電子ズーム制御手段は、一定の速度で拡大倍率を増加させることで前記
電子ズーム制御を実行することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明により、ズーム撮像の操作方法を容易にすることを可能とする。並びにズーム前
の画像とズーム後の画像を同時に撮像可能とする撮像装置及びその制御方法、プログラム
を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態における撮像装置の構成を示す図である。
【図２】本発明の実施形態における設定の基本的な処理フローを示す図である。
【図３】本発明の実施形態における設定の基本的な画面表示を示す図である。
【図４】本発明の実施形態における撮像のタッチによるデジタルズームの基本的な処理フ
ローを示す図である。
【図５】本発明の実施形態における撮像のデジタルズーム後にシャッターを切り、撮像さ
れた画像を保存するまでの基本的な処理フローを示す図である。
【図６】本発明の実施形態における同時ライブ表示を（切）に設定した場合の撮像動作を
示す図である。
【図７】本発明の実施形態における同時ライブ表示を（入）に設定した場合の撮像動作を
示す図である。
【図８】本発明の実施形態における撮像制御方法を示す図である。
【図９】本発明の実施形態における主画像と副画像の対応付けを示す図である。
【図１０】本発明の実施形態における主画像と副画像の対応付けを示す図である。
【図１１】本発明の実施形態における再生の基本的な処理フローを示す図である。
【図１２】本発明の実施形態における再生の基本的な画面表示を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳細に説明する。
　図１は、本発明の実施形態における撮像装置の構成を示す図である。図１は、本発明に
係る撮像装置の概略構成を示すブロック図である。図１において、撮像装置は、いわゆる
デジタルカメラから成り、撮像用のレンズ１０１、撮像素子（以下、「ＣＣＤ」と称する
）１０２、カメラ信号処理部（以下、「ＡＤＣ」と称する）１０３、画像処理部１０４、
システムコントローラ１１０、バッファメモリ１１１、フラッシュＲＯＭ１１２、インタ
ーフェース回路（以下、「Ｉ／Ｆ回路」と称する）１１３、カードホルダ１１４、記録媒
体１１５、ディスプレイドライバ１１６、および操作部１２０を備える。
【００１１】
　図１は、本実施形態に係る情報付加装置を適用した撮像装置の構成を示す図である。撮
像装置は、レンズ１０１と、撮像素子（ＣＣＤ）１０２と、カメラ信号処理部１０３と、
画像処理部１０４と、記録媒体１１５と、レンズ制御部１２７と、システムコントローラ
１１０と、操作部１２０とを含んで構成される。
【００１２】
　レンズ１０１は、レンズ等であり、対物レンズ、ズームレンズ、およびフォーカスレン
ズなどで構成される。ズームレンズおよびフォーカスレンズについては、不図示の駆動機
構により光軸方向へ駆動される。
　撮像素子１０２は、レンズ１０１から入射した撮像光をを結像し、電気信号（アナログ
信号）に変換するして出力するＣＣＤイメージセンサで構成される。
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【００１３】
　カメラ信号処理部（ＡＤＣ）１０３は、撮像素子１０２から受けた電気信号にデジタル
変換やホワイトバランス調整などの信号処理を行なって、デジタル信号に変換する機能を
有する。
　システムコントローラ１１０は、画像処理部１０４、バッファメモリ１１１、フラッシ
ュＲＯＭ１１２、Ｉ／Ｆ回路１１３、ディスプレイドライバ１１６、サウンドドライバ１
１８、ＬＥＤドライバ１２８、および操作部１２０に接続されている
【００１４】
　画像処理部１０４は、前処理部１０５、ＹＣ処理部１０６、電子ズーム処理部１０７、
圧縮部１０８、および伸長部１０９を備え、カメラ信号処理部１０３から出力されるデジ
タル信号から画像データを生成し、各種画像処理を行う機能を有する。
【００１５】
　前処理部１０５は、入力される画像データに基づく画像のホワイトバランスを調整する
ホワイトバランス処理や画像のガンマ補正処理を行う機能を有する。ホワイトバランス処
理は、画像の色合いを、実物の色合いに近くなるように調整したり、光源（蛍光灯や太陽
光など）に合った適正な色に調整したりする処理である。ガンマ補正処理は、画像のコン
トラストを調整する処理である。なお、前処理部１０５は、ホワイトバランス処理および
ガンマ補正処理以外の画像処理を実行することも可能である。
【００１６】
　ＹＣ処理部１０６は、入力される画像データに基づく画像を、輝度情報「Ｙ」と、輝度
信号と青色の色差情報「Ｃｂ」と、輝度信号と赤色の色差情報「Ｃｒ」とに分離する機能
を有する。電子ズーム処理部１０７は、画像の一部（例えば中央部）を所定の大きさでト
リミングし、トリミングした画像を信号処理で元画像の大きさに拡大する機能を有する。
電子ズーム処理部１０７は、例えば、撮像された１６００×１２００ドットの画像から中
央の１０２４×７６８ドットの画像を切り出し、データ補間を行いながら１６００×１２
００ドットのサイズに拡大することができる。
【００１７】
　圧縮部１０８は、画像データをＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅ
ｘｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）方式などの圧縮形式によって圧縮する機能を有する。伸長部１
０９は、圧縮されている画像データを伸長する機能を有する。例えば、画像データをＪＰ
ＥＧ方式で圧縮する場合、まず、画像データの高周波成分と低周波成分の割合を数値化す
る離散コサイン変換処理が行われる（ＤＣＴ処理）。次に、画像の階調やグラデーション
を表現する段階を数値（量子化ビット数）で表現する量子化処理が行われる。最後に、ハ
フマン符号化処理で画像データが圧縮される。
【００１８】
　具体的には、画像データの信号文字列が一定のビット毎に区切られ、出現頻度が高い文
字列に対してより短い符号が与えてられてゆく。なお、圧縮処理を行わないで画像データ
を記録する方式の場合は、圧縮部１０８および伸長部１０９を省略することができる。ま
た、画像データの圧縮形式は、ＪＰＥＧ方式に限らず、ＧＩＦ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｉ
ｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ　Ｆｏｒｍａｔ）形式などであっても、同様に処理を行うことがで
きる。
【００１９】
　バッファメモリ１１１には、画像処理部１０４において画像処理が行われる際に、一時
的に画像データが保存される。フラッシュＲＯＭ１１２には、撮像装置の各種設定情報や
、後述するユーザ認証情報が保存される。Ｉ／Ｆ回路１１３は、システムコントローラ１
１０から出力される画像データを、記録媒体１１５に記録可能なデータ形式に変換する。
また、Ｉ／Ｆ回路１１３は、記録媒体１１５から読み出された画像データ等を、システム
コントローラ１１０で処理可能なデータ形式に変換する。
【００２０】
　カードホルダ１１４は、記憶媒体である記録媒体１１５を撮像装置に着脱可能にする機
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構を備えると共に、記録媒体１１５との間でデータ通信が可能な電気接点を備える。また
、カードホルダ１１４は、撮像装置で利用される記憶媒体の種類に応じた構造を有する。
記録媒体１１５は、フラッシュメモリなどの半導体記憶素子を内蔵し、カードホルダ１１
４に着脱可能なカード型の記憶媒体である。記録媒体１１５には、撮像装置で撮像された
画像データを記録することができる。
【００２１】
　ディスプレイドライバ１１６は、システムコントローラ１１０から出力される画像デー
タをディスプレイ１１７で表示可能な信号に変換する。具体的には、ディスプレイドライ
バ１１６は、システムコントローラ１１０から出力されるデジタルの画像データをアナロ
グ画像信号に変換する処理を行い、次に画像サイズをディスプレイ１１７の表示可能エリ
アのサイズに適したサイズに変換する処理を行う。
　なお、本発明の撮像装置１００で用いられるディスプレイ１１７は、ユーザによる押下
指示をディスプレイ１１７に受け付けることで、項目の選択や、撮影時のフォーカス制御
をすることが可能な、タッチパネル機能備えるものであることを特徴とする。
【００２２】
　サウンドドライバ１１８は、システムコントローラ１１０から出力される音声データを
スピーカ２１９で鳴動可能な信号に変換する処理を行う。ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）ドライバ１２８は、システムコントローラ１１０から出力される
命令に従いランプ１２９の制御を行う。
【００２３】
　操作部１２０は、電源スイッチ１２１、モードダイヤル１２２、撮像ボタン１２３、カ
ーソルキー１２４、ズームボタン１２５、および閲覧（再生）ボタン１２６を備え、ユー
ザからの操作入力を受け付けて、操作内容に応じた信号をシステムコントローラ１１０に
出力する。なお、操作部１２０には、図示の操作ボタン以外の操作ボタン類も含まれるが
、それらの説明は省略する。
【００２４】
　モードダイヤル（選択ボタン）１２２は、撮像動作のモードを切り替えるための回転可
能なダイヤルである。ユーザはモードダイヤル１２２を操作することで、複数の撮像動作
モードを選択することが可能である。なお、本発明の実施形態において、モードダイヤル
は、ダイヤル式機構として記載をするが、例えば、ダイヤルではなくスライド式のボタン
であってもよい。つまり、モードダイヤル１２２について、その機構はダイヤルに限定さ
れず、カメラのモードを切り替えられるための機構を備えていることが本質である。
【００２５】
　再生ボタン１２６は、撮像した画像データを閲覧する閲覧モード（再生モード）に切り
替えるためのボタンである。再生ボタン１２６が押下されると、撮像モードから閲覧モー
ドに移行する。なお、閲覧モードへの切替方法については、再生ボタン１２６の押下に限
定されず、ディスプレイ１１７上のタッチパネル（不図示）などによる移行方法であって
もよい。
【００２６】
　閲覧モードでは、システムコントローラ１１０が、Ｉ／Ｆ回路１１３を介して、カード
ホルダ１１４に装着されている記録媒体１１５から設定情報と画像データを読み出す。設
定情報は、現在装着されている記録媒体１１５に記録されている画像の枚数および記録さ
れている画像データの容量などである。読み出される画像データは、例えば、画像１枚分
の画像データまたはサムネイルデータである。なお、記録媒体１１５から読み出される画
像データは、上述したように所定の圧縮形式で圧縮されている。
【００２７】
　記録媒体１１５から読み出された画像データは、Ｉ／Ｆ回路１１３およびシステムコン
トローラ１１０を介して、ディスプレイドライバ１１６へ入力される。ディスプレイドラ
イバ１１６は、入力された画像データをディスプレイ１１７に表示させる。
【００２８】
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　カーソルキー１２４は、ユーザが撮像装置に対する所定の指示や機能選択を行うための
キーである。ユーザは、カーソルキー１２４により、撮像装置に対する各種設定情報やユ
ーザ認証情報などの操作入力を行うことができる。また、カーソルキー１２４により、デ
ィスプレイ１１７にメニュー画面を表示させたり、撮像装置が有する所定の機能を選択す
ることができる。さらに、カーソルキー１２４により、撮像装置で撮像された画像データ
をディスプレイ１１７上にレビュー表示させることができる。レビュー表示とは、撮像装
置１００で撮像した画像を、その直後にディスプレイ１１７に表示させる機能である。
【００２９】
　なお、レビュー表示については、ディスプレイ１１７上に撮像した画像を１枚のみ表示
する構成に限定されず、サムネイル画像を含む複数の画像を表示するように構成してもよ
い。また、レビュー表示の切り替えについては、カーソルキー１２４の押下に限らず、他
のボタンの押下などの一般的な方法を利用して切り替えられる構成にしてもよい。また、
レビュー表示画面において、レビュー表示画像の削除や編集などが行えるように構成して
もよい。
【００３０】
　レンズ制御部１２７は、レンズ１０１のレンズに対して、ズーム、フォーカス、絞り等
の制御を行う。また、撮像装置は、被写体を撮像して画像データを得る撮像モードと当該
撮像モードで得た画像データを表示する閲覧（再生）モードとを備える。
【００３１】
　なお、音声についてはマイクやスピーカを用いることで、撮像装置と同様に記録、及び
再生が可能である。また、映像（動画）記録時には、通常音声記録も同時に行われ、圧縮
部１０８および伸長部１０９において、映像と音声が多重化される。
【００３２】
　また、撮像装置１００における撮像動作について図１を用いて説明する。まず、ユーザ
が電源スイッチ１２１を操作し、撮像装置１００の電源をＯＮにする。すると、撮像装置
１００に内蔵されているバッテリー（不図示）から各回路へ電源供給されて、撮像装置１
００の起動処理（レンズバリアを開く動作制御およびマイクロコンピューターのリセット
処理など）が行われる。撮像装置１００は、電源ＯＦＦ時に電源スイッチ１２１が押下さ
れると電源ＯＮとなり、自動的に撮像モードとなるように構成されている。また、電源Ｏ
ＦＦ時に再生ボタンが押下されると電源ＯＮとなり、自動的に閲覧モードとなるように構
成されている。
【００３３】
　撮像装置１００が撮像モードに移行すると、光学画像がレンズ１０１を介して撮像装置
内へ入射し、撮像素子（ＣＣＤ）１０２に結像される。ＣＣＤ１０２は、入射される光学
画像を電気信号に変換して、カメラ信号処理部（ＡＤＣ）１０３へ出力する。ＡＤＣ１０
３は、入力される電気信号（アナログ信号）をデジタル信号に変換する。ＡＤＣ１０３か
ら出力されるデジタル信号は画像処理部１０４に入力される。
【００３４】
　画像処理部１０４内の前処理部１０５では、入力されるデジタル信号に基づき画像デー
タを生成し、ホワイトバランス処理およびガンマ補正処理などが行われる。画像処理部１
０４内のＹＣ処理部１０６では、画像データが輝度信号Ｙと色差信号ＣｒおよびＣｂとに
分離され、色差信号ＣｒおよびＣｂの情報量を減らす処理が行われる。色差信号Ｃｒおよ
びＣｂの情報量の削減処理は、例えば、画像の主走査方向の色情報を間引く「４：２：２
ダウンサンプリング処理」や、画像の縦横方向の色情報を間引く「４：１：１ダウンサン
プリング処理」などがある。なお、前処理部１０５およびＹＣ処理部１０６において画像
処理を行う際は、画像データを一時的にバッファメモリ１１１に保存し、随時バッファメ
モリ１１１に保存されている画像データを読み出しながら画像処理が行われる。
【００３５】
　画像処理部１０４から出力される画像データ（非圧縮）はシステムコントローラ１１０
に入力される。システムコントローラ１１０は、画像処理部１０４から出力される画像デ
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ータを、ディスプレイドライバ１１６へ出力する。ディスプレイドライバ１１６は、入力
される画像データ（デジタル信号）をアナログ画像信号に変換すると共に、アナログ画像
信号に基づく画像のサイズをディスプレイ１１７で表示可能なサイズに調整する。
【００３６】
　また、ディスプレイドライバ１１６は、ディスプレイ１１７に画像を表示させるよう制
御する。このとき、ディスプレイ１１７に表示される画像は、ＣＣＤ１０２、ＡＤＣ１０
３、および画像処理部１０４において、連続的に信号処理されて生成される画像（スルー
画像）である。
【００３７】
　ディスプレイ１１７にスルー画像が表示されている状態で、ユーザが希望のタイミング
で撮像ボタン１２３を操作すると、システムコントローラ１１０は画像処理部１０４に制
御信号を出力する。画像処理部１０４に制御信号が入力されると、圧縮部１０８は、前処
理部１０５およびＹＣ処理部１０６において画像処理された画像データをバッファメモリ
１１１へ保存し、圧縮処理を行う。
【００３８】
　具体的には、画像データの高周波成分と低周波成分の割合を数値化する離散コサイン変
換処理（ＤＣＴ処理）や、画像の階調やグラデーションを表現する段階を量子化ビット数
で表現する量子化処理や、画像データの信号文字列を一定のビット毎に区切り、出現頻度
が高い文字列に対して、より短い符号を与えてゆくハフマン符号化処理などが実行される
。圧縮された画像データは、システムコントローラ１１０およびディスプレイドライバ１
１６を介してディスプレイ１１７に表示される。また、圧縮された画像データは、カード
ホルダ１１４を介して記録媒体１１５に記録される。
【００３９】
　撮像ボタン１２３が操作される前にズームボタン１２５が操作されると、システムコン
トローラ１１０は光学ズーム処理や電子ズーム処理を実行し、画像の大きさを拡大または
縮小させることができる。そして、ズームボタン１２５の操作後、撮像ボタン１２３が操
作されると、拡大または縮小された画像の画像データが記録媒体１１５へ記録される。
　以上、図１を用いて本発明を実施する撮像装置のハードウエア構成および撮像機能につ
いて説明した。
【００４０】
　図２は、本発明の実施形態における設定の基本的な処理フローを示す図である。図２の
フローチャートは、図３の設定画面の各項目選択に基づいて進められる。
【００４１】
　まず、撮像装置１００の電源スイッチ１２１の押下を受け付け、電源を投入する。続い
て、設定画面表示の指示を受け付ける。設定画面の表示は、モードダイヤル１２２で選択
可能な形式でも、所定のボタン押下を受け付けることにより表示出来る形式であってもよ
い。設定画面が表示されたら、「タッチダブルショットの設定」指示を受け付け、図３の
タッチダブルショット設定画面を表示する。
【００４２】
　図３は、本発明の実施形態における設定画面を示す図である。この画面において以下の
３項目を設定することができる。図３は、図２の基本設定のフローチャートのステップＳ
２０１、ステップＳ２０２、ステップＳ２０３で撮像装置１００の「タッチダブルショッ
ト　オン／オフ」、「タッチダブルショットライブ表示　オン／オフ」、「タッチダブル
ショット同時プレビュー　オン／オフ」の入力を受け付けることができる。
【００４３】
　「タッチダブルショット」とは、ディスプレイ１１７にユーザの指操作を受け付け、タ
ッチ（押下）された箇所を、電子ズーム処理することにより、光学レンズで撮像する画像
とはことなる画像を撮像する機能をいう。
【００４４】
　まず、ステップＳ２０１で、撮像装置１００は、図３の「タッチダブルショット設定画
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面」で「タッチダブルショット」３０１の「オン／オフ」の設定選択を受け付けたか否か
を判定する。受け付けた場合には、ステップＳ２１０へ、受け付けていない場合にはステ
ップＳ２０２へ進む。
【００４５】
　次に、ステップＳ２０２で、撮像装置１００は、図３の「タッチダブルショット設定画
面」で「タッチダブルショット同時ライブ表示」３０２の「オン／オフ」の設定選択を受
け付けたか否かを判定する。受け付けた場合には、ステップＳ２１１へ、受け付けていな
い場合にはステップＳ２０３へ進む。
【００４６】
　次に、ステップＳ２０３で、撮像装置１００は、図３の「タッチダブルショット設定画
面」で「タッチダブルショット同時プレビュー表示」３０３の「オン／オフ」の設定選択
を受け付けたか否かを判定する。受け付けた場合には、ステップＳ２１２へ進み、受け付
けていない場合には処理を終了する（前画面へ戻る、若しくはその他のユーザの操作指示
による処理を実行する）。
【００４７】
　次に、ステップＳ２１０で、図３の「タッチダブルショット設定画面」で「タッチダブ
ルショット」３０１が「オン」に設定（変更）されたか、即ち、「オン」が押下されたか
否かを判定する。「オン」が押下された場合には、ステップＳ２２０へ、「オン」が押下
されなかった、即ち、「オフ」が押下された場合には、ステップＳ２２１へ進む。
【００４８】
　次に、ステップＳ２１１で、図３の「タッチダブルショット設定画面」で「タッチダブ
ルショット同時ライブ表示」３０２が「オン」に設定（変更）されたか、即ち、「オン」
が押下されたか否かを判定する。「オン」が押下された場合には、ステップＳ２２２へ、
「オン」が押下されなかった、即ち、「オフ」が押下された場合には、ステップＳ２２３
へ進む。
【００４９】
　次に、ステップＳ２１２で、図３の「タッチダブルショット設定画面」で「タッチダブ
ルショット同時プレビュー表示」３０３が「オン」に設定（変更）されたか、即ち、「オ
ン」が押下されたか否かを判定する。「オン」が押下された場合には、ステップＳ２２４
へ、「オン」が押下されなかった、即ち、「オフ」が押下された場合には、ステップＳ２
２５へ進む。
【００５０】
　ステップＳ２２０において、撮像装置１００は、タッチダブルショットを「オン」に設
定する。
　ステップＳ２２１において、撮像装置１００は、タッチダブルショットを「オフ」に設
定する。
　ステップＳ２２２において、撮像装置１００は、タッチダブルショット同時ライブ表示
を「オン」に設定する。
　ステップＳ２２３において、撮像装置１００は、タッチダブルショット同時ライブ表示
を「オフ」に設定する。
　ステップＳ２２４において、撮像装置１００は、タッチダブルショット同時ライブビュ
ー表示を「オン」に設定する。
　ステップＳ２２５において、撮像装置１００は、タッチダブルショット同時ライブビュ
ー表示を「オフ」に設定する。
【００５１】
　次に、図４を用いて本発明の撮像装置１００で実行するタッチダブルショット機能を用
いた撮像処理について説明をする。
　まず、ステップＳ４０１の撮像待機状態時に、撮像装置１００のシステムコントローラ
は、タッチパネル（ディスプレイ１１７）の一箇所（一部位）が押下に押下指示を受け付
けた否か、つまり、タッチされたか否かを判定する（Ｓ４０２）。上記判定の結果、押下
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を受け付けた場合は、図２でタッチダブルショット入の設定（Ｓ２２０）が行われている
かどうかをさらに判定する。
【００５２】
　ステップＳ４０３で、タッチダブルショットが設定されていると判定された場合は、ス
テップＳ４０４へ進み顔検出（顔認識）機能を作動させる。
　次に、ステップＳ４０５において、前記ステップＳ４０２でディスプレイ１１７がタッ
チ（押下）された箇所で、顔が認識されたか否かを判定する。タッチされた箇所で顔認識
が行われた場合には、ステップＳ４０６へ進み、顔が認識されなかった場合には、ステッ
プＳ４０７へ進む。
【００５３】
　ステップＳ４０６では、押下された付近の顔を認識することにより、その顔が画面の中
心に来るようにデジタルズーム（電子ズーム）処理を行う。
　また、ステップＳ４０７では、タッチされた位置が、画像の中央（中心）になるよう、
デジタルズーム処理を行う。
【００５４】
　この時のデジタルズームの倍率は、押下１回で現在の倍率に対して１．５倍の拡大、押
下２回で現在の倍率に対して２倍の拡大となる。押下し続けた（長押しを受け付けた）場
合は、押下している間拡大倍率を増加させ続ける。つまり、本発明の撮像装置１００のデ
ィスプレイ１１７はユーザによる指示の認識をする押下方法が予め定められており、複数
回連続で押下指示を受け付けた場合には、所定の倍率でデジタルズーム処理が行われる。
また、画面上のズーム解除ボタン（不図示）を押下することにより、倍率をリセット（倍
率１．０倍）することができる。なお、押下と倍率の関係はあくまでも一例であり、これ
に限定されるものではない。
　なお、撮像装置１００に顔認識機能が搭載されていない場合は、ステップＳ４０７の要
領でデジタルズームを行う。
【００５５】
　次に、図５を用いて本発明の撮像装置１００で実行するタッチダブルショット機能を用
いた撮像処理のについて図４のステップＳ４０６およびＳ４０７の続きの処理を説明をす
る。
【００５６】
　ステップＳ５０１では、画面上のズーム解除ボタン（不図示）が押下されたか否かを判
定し、デジタルズーム解除指示を受け付けたと判定された場合には、ステップＳ５１１で
デジタルズームを解除し、図４のステップＳ４０２へ戻る。
【００５７】
　デジタルズームの解除指示がない場合には、ステップＳ５０２で、撮像ボタン１２３（
シャｔターボタン）の半押しを受け付け、ステップＳ５０３でオートフォーカス（ＡＦ）
および自動露出（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ）の処理を実行し、ステップＳ
５０４で撮像ボタン１２３の全押しを受け付けると、ステップＳ５０５で画像の撮像を実
行する。
【００５８】
　この時、撮像素子にはデジタルズームが行われていない画像が入力されているため、ま
ずこの画像を主画像として保存する（ステップＳ５０６、ステップＳ５０７）。その後、
デジタルズームによってズームされた範囲を画像処理によって切り出し（ステップＳ５０
８）、その範囲を副画像として保存する（ステップＳ５０９、ステップＳ５１０）。
　なお、図４および図５の撮像処理を簡略的に示したものが図６および図７である。
【００５９】
　図６は先述の図２で、タッチダブルショット同時ライブ表示がオフの場合の表示方法を
示す図である。図７は、タッチダブルショット同時ライブ表示がオンの場合の表示方法を
示す図である。
【００６０】
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　（１）で、撮像待機状態に遷移に、タッチパネル上のズームしたい位置にタッチ（押下
）を受け付けると、（２）では、タッチされた付近で認識された顔のデジタルズームが行
われる（顔認識がされない場合は、タッチされた箇所を中心としてデジタルズームを行う
）。そして、（３）でシャッター押下を受け付けて撮像を実行する。
【００６１】
　ここで、図７の（２）では、デジタルズームを行った結果の画像が副画像として、画面
の左上に表示されると同時に、通常の光学レンズでから受け付ける撮像素子の画像（主画
像）が、右下に表示されている。「タッチダブルショット同時ライブ表示」を「オン」に
しておくことで、主画像と副画像の両方を確認しながら、画像の撮像を実行することが可
能である。
【００６２】
　なお、本図では、副画像をメイン表示画像としてディスプレイ１１７に表示しているが
、表示のレイアウトについては本図の限りではない。
【００６３】
　次に、図８を用いて、本発明のタッチダブルショットで撮像される主画像および副画像
の記録方法について説明する。図８は撮像された画像から、ズーム前の主画像（光学レン
ズから撮像素子を通して得られた画像）と、ズーム後の副画像（タッチでデジタルズーム
された箇所を拡大した画像）の２枚の画像を生成するための制御方法を示す図である。
【００６４】
　まず、撮像素子から得られたデジタルズーム前の撮像画像データから主画像として生成
する。そして、主画像を圧縮処理し、圧縮された主画像を所定の記録媒体１１５（メモリ
カード、若しくは撮像装置１００の本体に備えられているＨＤなど）へ保存する。次に、
主画像からデジタルズーム領域を切り出し、副画像を生成し、副画像を圧縮する。このと
き、生成する副画像は、図４のステップＳ４０５でユーザ操作によりタッチを受け付けた
箇所の付近で認識された顔画像を副画像として生成する。もし、顔認識がされない場合に
は、タッチされた箇所を画像の中心として副画像を生成する。その後、圧縮された副画像
を所定の記録媒体１１５（メモリカード、若しくは撮像装置１００の本体に備えられてい
るＨＤなど）へ保存する。主画像および副画像を記憶する際には、夫々を対応付けて記録
媒体１１５へ保存している。
【００６５】
　図９および図１０は主画像と副画像との関連を示す図である。図９は、主画像と副画像
を対応付けて記憶する対応画像テーブルである。図１０は、それらの相関構造を示したツ
リー構造図である。
【００６６】
　図１０において、主画像は通常の撮像画像と同様にＤＣＦに従い、（ルートフォルダ）
　－　ＤＣＩＭ　－　１００ＸＸＸＸＸ　～　９９９ＸＸＸＸＸ　（ＸＸＸＸＸは任意の
英文字）　フォルダに配置される。
　副画像は同じくＤＣＦに従い、（ルートフォルダ）　－　ＤＣＩＭ　－　１００ＤＢＬ
ＳＴ　～　９９９ＤＢＬＳＴフォルダ（ＤＢＬＳＴはＤｏｕＢＬｅ　ＳｈｏＴの略）に配
置され、主画像と同一のファイル名とする。ただし、フォルダ「１００ＸＸＸＸＸ」に配
置された主画像に対する副画像はフォルダ「１００ＤＢＬＳＴ」に配置され、フォルダ「
１０１ＸＸＸＸＸ」に配置された主画像に対する副画像はフォルダ「１０１ＤＢＬＳＴ」
に配置される。つまり、主画像がフォルダ“ｎｎｎＸＸＸＸＸ”（ｎｎｎは１００～９９
９までの数字）に配置された場合は、その副画像はフォルダ「ｎｎｎＤＢＬＳＴ」に配置
される。
【００６７】
　次に、図１１を用いて、画像再生処理について詳細に説明をする。図１１は、本発明の
実施形態における再生の基本的な処理フローを示す図である。
　まず、撮像装置１００の電源スイッチ１２１の押下を受け付け、電源を投入する。再生
ボタン１２６の押下を受け付けると、撮像装置１００は再生モードに切り替わる。ステッ
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プＳ１１０１で記録媒体１１５より主画像の読み込みを開始する。
【００６８】
　ステップＳ１１０２において、撮像装置１００は、表示しようとしている画像が、タッ
チダブルショットモードで撮像された画像であるか、つまり、タッチダブルショットで撮
像された主画像であるか否かを判定する。判定方法としては、図９の画像記憶テーブルを
読み込み、表示しようとする主画像に対応している副画像のレコードがあるか否かを判定
する。
【００６９】
　判定の結果、タッチダブルショットで撮影された主画像であると判定された場合には、
ステップＳ１１０３へ進み、先述の図３において、「タッチダブルショット同時プレビュ
ー表示」が「オン」に設定されているか否かを判定する。設定が「オン」である場合には
、ステップＳ１１０４へ進む。
【００７０】
　ステップＳ１１０４では、表示対象となっている主画像と共に撮影された副画像を記録
媒体１１５より読み込み、ステップＳ１１０５で、ディスプレイ１１７に表示する。
【００７１】
　なお、ステップＳ１１０２で、主画像がタッチダブルショットで撮影されたものではな
いと判定された場合、および、ステップＳ１１０３で、「タッチダブルショット同時プレ
ビュー表示」が「オン」に設定されていないと判定された場合には、ステップＳ１１０６
へ進み、記録媒体１１５より主画像を読み込み、ディスプレイ１１７に表示する。
【００７２】
　図１２の（Ａ）と（Ｂ）は、撮像装置１００でタッチダブルショットモードで撮影をし
た主画像および副画像の再生について示した画面例である。図１２の（Ａ）は、タッチダ
ブルショット同時プレビュー表示がオフの時の再生表示を示す図である。また、図１２の
（Ｂ）は、タッチダブルショット同時プレビュー表示がオンの時の再生表示を示す図であ
り、副画像を左上に表示し、主画像を右下に表示している。
【００７３】
　以上、本発明によれば、ズーム撮像の操作方法を容易にすることを可能とし、並びにズ
ーム前の画像とズーム後の画像を同時に撮像可能とする撮像装置及びその制御方法、プロ
グラムを提供することが可能になる。
【００７４】
　具体的には、本発明は、タッチパネル機能によりユーザによる押下指示を受け付けるこ
とが可能な表示部を備える撮像装置において、前記表示部にユーザによる押下指示を受け
付ける受付手段と、前記受付手段で前記表示部に前記ユーザによる押下指示を受け付けた
場合、前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔検出を実行する顔検出手段と、
前記顔検出手段で前記押下指示を受け付けた部位において被写体の顔が検出された場合に
、前記被写体の顔を画像の中心に対して電子ズーム制御を実行する電子ズーム制御手段と
、前記ユーザによるシャッター操作を受け付けることにより被写体を撮影する撮像手段と
、前記撮像手段で撮影する際に得られる第一の画像から、前記電子ズーム制御手段で前記
被写体の顔を画像の中心として前記電子ズーム制御を実行した領域の画像を切り出す切出
手段と、前記シャッター操作により、前記切出手段により切り出された第二の画像を記憶
する第二の画像記憶手段と、を備えることを特徴とする。
【００７５】
　以上説明したように、本発明におけるプログラムは、図２、図４、図５および図１１に
示すフローチャートの処理に従って撮像装置としてコンピュータが実行可能なプログラム
であり、本発明の記憶媒体は図２、図４、図５および図１１の処理方法を撮像装置が実行
可能なプログラムを記憶されている。なお、本発明におけるプログラムは図２、図４、図
５および図１１の各装置の処理方法ごと、別の独立したプログラムであってもよい。
【００７６】
　以上のように、前述した実施形態の機能を実現するプログラムを記録した記録媒体を、
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システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰ
ＵやＭＰＵ）が記録媒体に格納されたプログラムを読出し実行することによっても、本発
明の目的が達成されることは言うまでもない。この場合、記録媒体から読み出されたプロ
グラム自体が本発明の新規な機能を実現することになり、そのプログラムを記憶した記録
媒体は本発明を構成することになる。
【００７７】
　プログラムを供給するための記録媒体としては、例えば、フレキシブルディスク，ハー
ドディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，ＤＶＤ－ＲＯＭ，
磁気テープ，不揮発性のメモリカード，ＲＯＭ，ＥＥＰＲＯＭ，シリコンディスク等を用
いることができる。
【００７８】
　また、撮像装置が読み出したプログラムを実行することにより、前述した実施形態の機
能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、コンピュータ上で稼働して
いるＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の処理の一部または全部を行い、その処
理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００７９】
　さらに、記録媒体から読み出されたプログラムが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００８０】
　また、本発明は、システムあるいは装置にプログラムを供給することによって達成され
る場合にも適応できることは言うまでもない。この場合、本発明を達成するためのプログ
ラムを格納した記録媒体を該システムあるいは装置に読み出すことによって、そのシステ
ムあるいは装置が、本発明の効果を享受することが可能となる。
【００８１】
　さらに、本発明を達成するためのプログラムをネットワーク上のサーバ，データベース
等から通信プログラムによりダウンロードして読み出すことによって、そのシステムある
いは装置が、本発明の効果を享受することが可能となる。なお、上述した各実施形態およ
びその変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるものである。
【００８２】
　また上記のソフトウェアで実現する各処理を、ファームウェアやハードウェア構成にし
て、各処理を各手段として実現することも可能であり、本発明の技術的範囲はこのような
ファームウェアやハードウェア構成による実現も含むものである。
【符号の説明】
【００８３】
１００　撮像装置
１０１　光学レンズ
１０２　撮像素子
１０３　カメラ信号処理部
１０４　画像処理部
１１０　システムコントローラ
１１１　バッファメモリ
１１２　フラッシュＲＯＭ
１１７　ディスプレイ
１２０　操作部
１２１　電源スイッチ
１２２　モードダイヤル
１２３　撮影ボタン
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１２４　カーソルキー
１２５　ズームボタン
１２６　再生ボタン
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